
放課後子ども総合プランの登録状況①
ながの子育て
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年度 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
①

R元
②

②－①

プ ラ ン
実 施 校 区 4 17 34 44 51 51 53 53 54 54 54 54 0

児 童 館 ・
セ ン タ ー
（ 校 外 ）

42 42 42 42 42 42 42 42 42 42 39 39 0

4,368 4,238 3,951 3,861 3,855 3,903 3,951 4,067 4,123 4,250 3,880 3,904 24

子どもプラザ
（ 校 内 ）

4 14 32 39 46 46 48 48 49 49 49 49 0

219 687 1,525 2,103 2,241 2,419 2,753 3,562 4,286 4,690 4,430 4,748 318

児童クラ ブ
（ 校 外 ）

15 12 8 4 3 3 2 2 2 2 2 2 0

663 592 414 193 133 139 80 52 46 46 44 43 △1

合 計
61 68 82 85 91 91 92 92 93 93 90 90 0

5,250 5,517 5,890 6,157 6,229 6,461 6,784 7,681 8,455 8,986 8,354 8,695 341

※上段 施設数／下段 登録児童数（人）

登録児童数は、各年5月1日現在
全54校区プラン実施

利用料導入

令和元年7月3日 第1回長野市放課後子ども総合プラン推進委員会 資料１

放課後子ども総合プランの登録状況②
ながの子育て
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令和元年度 平成30年度
（A-B)
児童数の差

（C-D)
登録率の差（A)登録

児童数(人)
児童数
(人)

(C)登録率
（B)登録
児童数(人)

児童数
(人)

(D)登録率

登録
児童数計

8,695 19,626 44.3% 8,354 19,974 41.8% 341 2.5

<学年別内訳>

１年生 2,038 3,103 65.7% 2,047 3,176 64.5% △ 9 1.2

２年生 2,041 3,198 63.8% 2,051 3,304 62.1% △ 10 1.7

３年生 1,844 3,310 55.7% 1,676 3,222 52.0% 168 3.7

４年生 1,312 3,220 40.7% 1,255 3,409 36.8% 57 3.9

５年生 883 3,408 25.9% 864 3,398 25.4% 19 0.5

６年生 577 3,387 17.0% 461 3,465 13.3% 116 3.7

※学年別児童数・登録児童数は、各年5月1日現在



減免の適用状況
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減免項目 減免理由 減免割合 利用料(円)
人数

H30年度
①

R元年度
②

②－①

減 免 な し － 2,000 6,048人 6,267人 219人

減
免
適
用

経済的事情

生活保護受給世帯 10/10 0 15人 17人 2人

市町村民税非課税世帯 1/2 1,000 216人 162人 △54人

児童扶養手当受給世帯 1/2 1,000 304人 321人 17人

就学援助認定世帯 1/2 1,000 151人 194人 43人

経済的事情 小計 686人 694人 8人

地域性 遠距離通学児童 2/5 1,200 105人 89人 △16人

多子利用

多子2人目 1/2 1,000 1,222人 1,359人 137人

多子3人目以降 10/10 0 79人 95人 16人

多子利用 小計 1,301人 1,454人 153人

減免項目の組合せ(※) 214人 191人 △23人

減免適用 合計 2,306人 2,428人 122人

合 計 8,354人 8,695人 341人

(※) 減免項目の組合せは、複数の減免項目に該当する場合で、減免割合を乗じて算出するもの
例）経済的事情及び多子２人目に該当する場合 1人目1,000円 ２人目500円 世帯計1,500円

希望児童の受入校区拡大
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希望児童まで受入

鍋屋田、城東、南部、長沼、古里、浅川、芋井、松ヶ丘、共和、信里、塩崎、

清野、豊栄、東条、西条、寺尾、綿内、川田、保科、真島、七二会、信更、

豊野西、豊野東、戸隠、鬼無里、大岡、信州新町、中条

城山、加茂、芹田、三輪、裾花、安茂里、松代、下氷鉋 ８校区で受入拡大

【37校区】

本年度当初の受入状況

放課後子ども総合プランでは、希望児童（理由にかかわらず事業の利用を希望する
児童）の受け入れを、長野市子ども・子育て支援事業計画に定める本年度中の実現に
向けて調整を進めています。

4

希望児童の受入校区拡大

留守家庭児童のみ受入

山王、古牧、緑ヶ丘、吉田、湯谷、大豆島、朝陽、柳原、若槻、徳間、通明、

篠ノ井東、篠ノ井西、昭和、川中島、青木島、三本柳 【17校区】



プラン事業充実の取り組み①
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冷房設備が未設置である子どもプラザへの整備（冷房未設置施設の解消）

①平成30年7月末までに15施設
②平成31年3月末までに残りの全16施設（令和元年度分を前倒し）

児童館・児童センターへの追加整備（遊戯室を除く全居室への整備完了）

本年6月末までに26施設
子どもプラザへの追加整備 （市教委による小中学校クール化プロジェクトに合わせて順次整備）

①本年6月末までに23施設（整備完了）
②本年夏の状況を分析して順次整備

施設環境の整備（冷房設備の設置）

支援員の処遇改善

プラン委託料における時給単価の引き上げ

820円⇒830円（H29年度）、830円⇒860円（H30年度）、860円⇒880円（本年度）

有資格者手当の創設（本年度）

資質向上と資格取得を促進するため、県支援員研修受講済者に時給80円を手当

平成30年度以降、ハード・ソフト両面から事業の充実に取り組んでいます。

プラン事業充実の取り組み②
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遊具、折り紙などの購入経費である保育材料費の積算単価を増額

児童1人当たり1,500円⇒3,000円

保育材料費の増額

ガイドラインに基づく事業運営

平成30年4月 長野市放課後子ども総合プラン事業ガイドラインの運用を開始

平成31年2月 「安全管理に関する基本的事項」を事業者に配布

〃 3月 同ガイドラインに基づく施設ごとの自己評価を実施（全90施設実施）

平成30年度 新たにプラン関係者を対象とした全体研修会※を２回開催

※対象＝運営委員会委員、館長・施設長、コーディネーター、支援員、補助員

令和元年度 新たにブロック別研修会※を開催、また、11月に全体研修会を開催予定
※施設と小学校との連携強化を目的とした館長・施設長と小学校長の代表者による研修会

職員研修の充実



児童館・児童センター指定管理者の選定①
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前回の選定では非公募※としましたが、放課後子どもプラン事業の全小学校区での実

施が実現したため、原則に従い公募とします。

※プラン事業を全小学校区で実施するための移行期であり、現指定管理者による継続し

た管理運営が必要なことから非公募とした。

令和２年度からの児童館・児童センター指定管理者の選定を、本年度行っています。

児童館・児童センターを３つのグループに区分し、公募により選定

募集方法の変更

プラン事業の業務委託

児童館・児童センターは、放課後子ども総合プラン事業の実施場所としていることから、

指定管理者にプラン事業を委託し、一体的・効率的な管理運営を図ります。

児童館・児童センター指定管理者の選定②
ながの子育て
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児童館・児童センター 小学校区 備考(H30.5.1時点)

北
部

箱清水 加茂 三輪 吉田 柳町 湯谷

芋井 柳原 長沼 古里 若槻 徳間 浅川

豊野西部 豊野東部 【15施設】

城山 加茂 三輪 吉田 城東 湯谷 芋井 戸隠

鬼無里 柳原 長沼 古里 若槻 徳間 浅川

豊野西 豊野東 【17校区】

プラン施設数【30施設】

登録児童数 【2,547人】

中
部

古牧 日詰 南部 大豆島 朝陽 裾花

安茂里 松ヶ丘

【８施設】

鍋屋田 芹田 古牧 緑ケ丘 南部 大豆島

朝陽 山王 裾花 安茂里 松ケ丘 七二会

信州新町 中条 【14校区】

プラン施設数【22施設】

登録児童数 【2,521人】

南
部

昭和 川中島 青木島 下氷鉋 三本柳

松代花の丸 豊栄 松代東条 綿内 川田

保科 篠ノ井中央 篠ノ井東 篠ノ井西

共和 塩崎 【16施設】

昭和 川中島 青木島 下氷鉋 三本柳 真島

松代 清野 西条 豊栄 東条 寺尾 綿内 川田

保科 通明 篠ノ井東 篠ノ井西 共和 信里

塩崎 信更 大岡 【23校区】

プラン施設数【36施設】

登録児童数 【3,242人】

グループ編成の方針

• 効率的な事業運営が図られ、かつ、新規事業者が参入できる規模とします。
• 小学校との連携を考慮して、小学校の地域区分によりグループ分けをします。



児童館・児童センター指定管理者の選定③
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事業の継続性の確保

• 長野市放課後子ども総合プラン事業ガイドラインに沿って支援内容の質を確保します。
• 運営委員会委員の内申については、引き続き住民自治協議会のご協力をいただき、
地域との連携を図ります。

• 募集要項に職員の継続雇用への配慮を記載し、児童への継続した支援を行います。
• 事業者間で情報交換や必要な調整を行うための機会を設けることを検討します。

4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5月

募集期間

指定管理者選定 ●
選定結果公表

●
指定通知

令和２年度

次期指定管理者
管理運営

令和元年度

指定議案

選定のスケジュール（案）

放課後児童健全育成条例の一部改正
ながの子育て
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１ 専門職大学等の開設に伴う改正（平成31年3月29日公布、4月1日施行）

• 条例では、支援員は、保育士資格を有するなどの「資格要件」を満たしており、都道府
県知事が実施する研修（支援員認定資格研修）を修了した者としている。

• 資格要件では、平成31年4月から開校の専門職大学・専門職短期大学の修了者も対
象になるが、専門職大学の前期課程の修了者は対象外となる規定であったため、これ
を対象とするための改正を行った。

「長野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例」を一部
改正しました。

２ 支援員認定資格研修の実施主体追加に伴う改正（令和元年6月14日公布・施行）

• 支援員認定資格研修の実施主体に「指定都市の長」が追加されたため、指定都市によ
る研修の修了者も対象とするための改正を行った。

※ 条例の経過措置として、放課後児童支援員には、令和2年3月31日までに研修を修了する予定
者を含むものとしています。



第２期子ども・子育て支援事業計画の策定①
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○ 子ども・子育て支援法第61条に基づく法定の計画
○ 計画期間：平成27年度 平成31年度 ５年間

長野市子   子育 支援事業計画  

○ 基本理念：    子育  喜        子   健   成長     
○ 基本理念 基   ３  基本目標 下 111  個別事業 掲  計画 進捗管理   
ために、３つの成果指標と95の活動指標を設定

● 量 見込  ＝利用 関  需要量 ● 確保方策 ＝定員等 供給量 整備 時期

○ 計画に掲げる事業のうち、幼児期の教育・保育施設等及び地域子ども・子育て支援事業（放
課後子  総合    含 ）       量 見込 」と、それに対応する「確保方策（確保
の内容と実施時期）」を設定

○ 保護者 子   居宅  容易 移動     可能 区域    事業    教育 保育提供
区域  設定   量 見込    確保方策  提供区域   設定

 量 見込    確保方策 

令和2年度 始期とする第２期計画を策定

第２期子ども・子育て支援事業計画の策定②
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第２期計画策定のスケジュール(案)

9月 10 11 12 1 2 3月 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2月

ニーズ調査
提供区域設定等 量の見込み算出

確保方策検討

●
計画決定

令和元年度平成30年度

計画素案検討
パブリックコメント

計画案の修正

第２期長野市子   子育 支援事業計画 関  意見募集

放課後子  総合   推進委員会委員 皆様   第２期長野市子   子育
 支援事業計画 骨子 及 計画 定  放課後子  総合     量 見込
  及  確保方策       意見  伺   予定   ８月  文書   依
頼       協力  願     



〈参考〉校区別登録状況（R1.5.1現在）
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